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問　
病
児
・
病
後
児
保
育
事

業
の
拡
充
に
つ
い
て
、
市

の
考
え
を
問
う
。

答　
市
内
に
は
、
東
部
の
明

 

石
市
立
市
民
病
院

に
定
員
５
人
、
西

部
の
西
江
井
島
病

院
に
定
員
４
人
の

医
療
機
関
併
設
型

病
児
・
病
後
児
保

 

育
施
設
が
あ
る
。

両
施
設
は
病
院
の

敷
地
内
や
近
隣
で

開
設
し
て
お
り
、

体
調
の
急
変
な
ど
、

緊
急
時
に
迅
速
な

問　
中
核
市
へ
の
移
行
に
よ

る
権
限
を
生
か
し
て
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
活

動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

は
整
え
ら
れ
た
の
か
。

答　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

問　
築
後
31
年
が
経
過
し
た

明
石
市
立
市
民
病
院
は
、

設
備
の
老
朽
化
が
進
み
、

高
度
な
医
療
機
器
の
導
入

に
支
障
が
生
じ
て
お
り
、

早
期
の
再
整
備
が
望
ま
れ

る
。
建
て
替
え
に
向
け
た

検
討
に
着
手
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
認
識
は
。

答　
市
民
病
院
は
、
今
年
３

月
に
今
後
の
病
院
体
制
の

あ
り
方
に
関
す
る
報
告
書

を
ま
と
め
、
30
年
後
を
見

据
え
た
診
療
体
制
の
方

向
性
に
つ
い
て
の
見
解

を
示
し
た
。
今
後
の
課

題
と
し
て
設
備
の
老
朽

化
が
挙
げ
ら
れ
、
更
新

が
望
ま
れ
て
い
る
。
今

後
、
医
療
現
場
や
病
院

経
営
の
観
点
か
ら
、
さ

ら
な
る
調
査
・
検
討
が

 

必
要
で
、
目
指
す
べ
き

診
療
体
制
や
病
院
機
能
、

中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
投
資
計
画
な
ど
の
検
討

を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

 

　
市
は
、
市
民
病
院
を
応

援
し
て
い
く
立
場
に
あ
り
、

し
っ
か
り
と
情
報
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
周
辺
地

域
も
含
め
た
地
域
医
療
体

制
を
構
築
し
て
い
く
。
さ

ら
に
、
地
域
医
療
の
在
り

方
を
市
医
師
会
や
市
内
の

大
規
模
病
院
も
参
加
す
る

検
討
組
織
の
中
で
議
論
し
、

方
針
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
。

問　
常
設
型
の
デ
ジ
タ
ル
地

域
通
貨
の
導
入
に
つ
い
て
、

市
の
認
識
を
問
う
。

答　
本
市
は
、
地
域
通
貨
を

地
域
経
済
活
性
化
策
の
一

 

つ
と
し
て
、
紙
媒
体
で
実

施
し
て
い
る
。
常
設
型
の

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
は
、

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
は
、
こ
の
夏
の

第
７
波
で
過
去
最
多
と
な

 

っ
た
。
高
齢
者
だ
け
で
な

く
、
一
人
暮
ら
し
の
若
者

も
不
安
を
抱
え
て
生
活
し

て
お
り
、
感
染
し
た
際
に

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

も
必
要
な
情
報
が
分
か
り

に
く
い
と
の
声
が
あ
る
。

早
急
に
改
善
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
認
識
を
問

問　
児
童
養
護
施
設
や
里
親

な
ど
社
会
的
養
護
の
下
で

育
ち
、
年
齢
制
限
に
よ
り

保
護
か
ら
自
立
し
た
子
ど

も
（
ケ
ア
リ
ー
バ
ー
）
の

現
状
と
本
市
の
取
り
組
み

う
。

答　
本
市
で
は
、
８
月
中
旬

の
ピ
ー
ク
時
に
新
規
感
染

者
が
１
日
８
９
７
人
と
な

っ
た
。
自
宅
療
養
者
も
一

時
４
千
人
を
超
え
た
が
、

電
話
や
メ
ー
ル
を
利
用
し

て
、
速
や
か
に
連
絡
を
取

れ
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

特
に
、
重
症
化
リ
ス
ク
の

あ
る
一
人
暮
ら
し
の
人
と

連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

を
聞
く
。

答　
児
童
福
祉
法
の
社
会
的

養
護
の
措
置
は
、
原
則
18

歳
ま
で
、
最
長
22
歳
ま
で

で
あ
る
が
、
法
改
正
に
よ

り
、
児
童
自
立
生
活
援
助

看
護
師
等
が
自
宅
を
訪
問

し
健
康
状
態
を
確
認
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
食
料
品

な
ど
の
調
達
が
困
難
な
人

に
は
、
事
情
を

確
認
し
た
上
で

支
援
を
行
っ
て

い
る
。

 

　
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
、
感
染

者
、
濃
厚
接
触

者
、
症
状
が
現

れ
た
人
な
ど
、

状
況
に
応
じ
て

必
要
な
情
報
が

得
ら
れ
る
よ
う

整
理
し
て
い
る
。

 

　
今
後
は
、
Ｓ

が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
と
し
て
、
定
数
や
区

域
の
変
更
、
年
齢
要
件
の

 

見
直
し
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
定
数
は
、
市
の

実
情
に
応
じ
て
条
例
や
規

則
で
定
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
令
和
元
年
度
の
一

 

斉
改
選
で
民
生
委
員
・
児

童
委
員
を
５
人
、
主
任
児

童
委
員
を
２
人
増
員
し
、

全
小
学
校
区
に
配
置
し
た
。

今
年
12
月
の
一
斉
改
選
で

は
、
区
域
担
当
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
さ
ら
に

３
人
増
員
す
る
予
定
だ
。

ま
た
、
区
域
の
変
更
は
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
実

施
し
、
年
齢
要
件
は
元
年

度
の
一
斉
改
選
時
か
ら
本

人
の
希
望
や
地
域
か
ら
の

推
薦
が
あ
る
人
は
定
年
を

１
期
３
年
延
長
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

 
  

今
後
も
地
域
福
祉
活
動

の
一
層
の
充
実
に
向
け
、

あ
ら
ゆ
る
年
代
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
さ
ら
な

る
や
り
が
い
と
充
実
感
を

持
っ
て
活
動
に
取
り
組
め

る
よ
う
負
担
緩
和
を
行
い
、

地
域
で
必
要
と
す
る
業
務

に
専
念
で
き
る
よ
う
に
す

る
ほ
か
、
新
た
な
担
い
手

が
確
保
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

対
応
が
で
き
る
た
め
、
児

童
や
保
護
者
に
と
っ
て
安

全・安
心
な
施
設
で
あ
る
。

 

　
し
か
し
、
他
市
と
比
べ

て
現
在
の
利
用
定
員
９
人

は
、
児
童
数
に
対
し
て
受

入
枠
が
少
な
く
、
東
西
２

カ
所
に
し
か
設
置
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
は
、
利
便
性

に
課
題
が
あ
り
、
子
育
て

世
帯
の
増
加
が
著
し
い
西

明
石
や
大
久
保
北
な
ど
、

市
中
西
部
に
施
設
を
新
設

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
医
療
機
関
併
設
型
保

育
施
設
の
新
設
は
、
開
設

で
き
る
土
地
や
施
設
を
持

つ
医
療
機
関
が
限
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
既
存

施
設
の
定
員
拡
充
に
取
り

組
む
。
さ
ら
に
、
保
育
所

併
設
型
保
育
施
設
の
開
設

に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
受
入
枠
の
拡
充

と
利
便
性
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
。

常
設
型
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
導
入

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
あ
る
が
課
題
も

新
型
コ
ロ
ナ
過
去
最
高
の
感
染
者

不
安
抱
え
る
高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
若
者
へ

分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
を

施
設
や
里
親
を
離
れ
る
ケ
ア
リ
ー
バ
ー

生
活
の
安
定
と
孤
立
の
防
止

自
立
支
援
の
体
制
整
備
に
取
り
組
む

民生委員・児童委員の活動

地域福祉活動の充実目指す
人材確保し負担軽減へ

病児・病後児保育施設
東西２カ所では利便性に課題

市の中西部に新たな施設を

市
民
病
院
の
老
朽
化

早
期
の
再
整
備
を

地
域
医
療
の
在
り
方
は

Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
な
ど
、

情
報
発
信
の
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。　

市
民
が
持
つ
ス
マ
ー
ト
フ 

ォ
ン
を
用
い
る
こ
と
で
紙

媒
体
よ
り
も
印
刷
代
や
郵

送
に
係
る
費
用
等
を
削
減

で
き
、
対
象
者
へ
一
斉
に

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
で
き
る

こ
と
か
ら
、
短
期
間
に
事

業
を
展
開
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
社

会
貢
献
や
健
康
増
進
を
目

的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
参
加

に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る

こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
な

取
り
組
み
を
促
す
な
ど
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
図
る
基
盤
と
し
て

の
活
用
も
期
待
で
き
る
。

 

　
一
方
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
持
っ
て
い
な
い
人
に

対
し
て
は
紙
媒
体
の
発
行

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
併

用
の
検
討
が
必

要
で
あ
り
、
そ

の
場
合
は
シ
ス

テ
ム
の
運
用
コ

ス
ト
が
必
要
に

な
る
な
ど
の
課

題
が
あ
る
。

 

　
今
後
は
、
本

市
の
デ
ジ
タ
ル

 

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

 

ー
メ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
組
み
を
進
め
る
中

で
、
社
会
の
動
向
を
見
極

め
な
が
ら
、
他
市
の
事
例

調
査
や
情
報
収
集
を
行
っ

て
い
く
。

地域活性化にもデジタル化が必要

コロナ対応の最前線（あかし保健所）

まずは定員の拡充を

建て替えに向けた検討を

事
業
の
年
齢
要
件
等
が
弾

力
化
さ
れ
、
節
目
の
年
齢

を
迎
え
て
も
必
要
に
応
じ

て
引
き
続
き
施
設
な
ど
で

の
生
活
が
可
能
と
な
る
。

 

本
市
は
、
こ
れ
ま
で
も

進
学
や
就
職
な
ど
の
支
援

が
引
き
続
き
必
要
と
な
る

と
き
は
措
置
を
延
長
し
て

い
る
。
ま
た
、
措
置
の
終

了
後
も
施
設
等
に
継
続
し

て
居
住
で
き
る
よ
う
調
整

を
行
う
ほ
か
、
自
立
後
の

生
活
を
支
え
る
た
め
に
家

賃
補
助
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

市
と
し
て
必
要
な
支
援
を

継
続
し
、
自
立
生
活
の
安

定
と
孤
立
の
防
止
に
努
め

て
い
く
。

 

　
な
お
、
支
援
を
継
続
す

る
こ
と
に
よ
り
、
里
親
や

施
設
等
の
需
要
が
増
え
、

定
員
が
不
足
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、

里
親
の
担
い
手
を
増
や
す

取
り
組
み
を
進
め
る
ほ
か
、

自
立
援
助
ホ
ー
ム
を
複
数

設
置
し
、
受
け
皿
や
支
援

体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
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